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松下和夫

に
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
一
つ
に
は
頻
発
す
る
自
然
災
害

や
異
常
気
象
、
そ
し
て
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ

れ
る
気
候
変
動
に
と
も
な
う
甚
大
な
被
害
に
対
す
る
備

え
の
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
環
境
、
経
済
、
社
会
の
面

で
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
長
期
的
に

は
多
く
の
人
々
の
貧
困
か
ら
の
脱
出
と
持
続
可
能
な
開

発
に
つ
な
が
る
と
の
理
解
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
貧
困

な
地
域
や
人
々
ほ
ど
、
自
然
災
害
や
気
候
変
動
の
影
響

を
強
く
受
け
る
の
で
あ
る
。

　
環
境
面
で
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

住
宅
や
エ
コ
ハ
ウ
ス
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
低
炭
素
型

住
宅
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
資
源
効
率
の
向
上
、
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な
利
用
な
ど
に
よ
り
強
化

さ
れ
る
。
一
方
、
社
会
面
で
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
は
、

地
域
社
会
内
の
絆
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
維
持

と
強
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

自
然
の
脅
威
の
中
で
長
く
生
き
て
き
た
地
域
社
会
の
伝

統
的
な
知
恵
の
尊
重
も
重
要
だ
。
こ
の
よ
う
に
グ
リ
ー

ン
経
済
へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
面
、
社
会
面

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
確
保
を
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
で
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
お
い

て
、
建
設
業
界
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
限
り
な
く
大
き

い
。
日
本
の
建
設
業
界
が
蓄
積
し
て
い
る
ハ
ー
ド
お
よ

び
ソ
フ
ト
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
グ
リ
ー
ン

震
災
復
興
を
進
め
る
と
と
も
に
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
で
持

続
可
能
な
日
本
と
世
界
の
構
築
へ
の
寄
与
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

の
雑
誌
が
出
る
六
月
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
、
一
九
九
二
年
の
地
球
サ
ミ

ッ
ト
後
二
〇
年
を
記
念
し
た
「
リ
オ
＋
二
〇
」
会
議

（
正
式
に
は
「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議
」）
が
開
催

さ
れ
る
。
会
議
の
目
的
は
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
一
」
の
実
施
状
況
を
レ
ビ
ュ
ー

し
、
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
た
今
後
の
課
題
を
検
討

す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
課
題
の
克
服
に
向
け
た

新
た
な
世
界
的
取
り
組
み
構
築
の
議
論
を
通
じ
て
、
首

脳
レ
ベ
ル
で
の
政
治
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確
保
す
る

こ
と
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
を
経

験
し
た
日
本
か
ら
の
発
信
も
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
会

議
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
①
持
続
可
能
な
開
発
お
よ
び
貧

困
削
減
の
文
脈
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
経
済 

②
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
制
度
的
枠
組
み

│
と
な
っ
て
い
る
。

　
リ
オ
＋
二
〇
の
準
備
過
程
で
注
目
さ
れ
て
き
た
の
が

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
で
持
続
可
能
な
社
会
で
あ
る
。
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
と
は
、「
回
復
力
」「
復
元
力
」
あ
る
い
は
「
し

な
や
か
な
強
さ
」「
対
応
力
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら

れ
、
例
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
は
、
大
規

模
発
電
施
設
の
集
中
立
地
に
依
存
す
る
電
力
供
給
シ
ス

テ
ム
よ
り
は
、
小
規
模
分
散
型
の
電
源
を
組
み
合
わ
せ

た
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
ほ
う
が
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が

よ
り
高
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
気
候
変
動
問
題
に
お

い
て
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
観
点
か
ら
「
緩
和
策
」（
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
）
と
な
ら
ん
で
「
適
応
策
」（
被
害

の
軽
減
・
回
避
）
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
注
目
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
な

こ

「リオ＋二〇」と持続可能で
レジリエントな社会


